
補足資料

発達障害・グレーゾーン・感覚過敏
のお子様への配慮



第1章：特性の理解と受容

【前提マインド】境界線を引きすぎず「一人の人間」として向き合うことが大切です。
ただし、差別ではなく「その子に合わせた個別対応」として、より丁寧で柔軟な関わりの意識を持ちます。

1. 感情・行動の尊重

一人ひとり個性や特性があり、感情もその時々で変化します。
感覚過敏や特性から出てくる行動を「叱る」のは絶対NGです。

2. ご家族の方へのフォロー

ご家族の方が過剰に謝ったり怒ったりしている場合は、あたたかくポジティブに声をかけます。
（例：「お着物って普段着慣れないもので涙が出る子も多いですよ。でもこのお着物とっても似合いそ
うですね」）

3. 乱れ防止・噛みつき等への対応

待機時間がある場合は、壊れても良い絵本や感触の良いおもちゃや音の鳴るおもちゃ、会話などで着物
から気をそらします。
噛みつきに対しては「何が嫌だったかな？」と穏やかに受け止めます。



第2章：不安や恐怖の和らげ方

1. 先の見通しと恐怖の軽減

健常児よりも先の見通しがつけづらく、経験がないことは不安に感じやすい特性があります。
何をされるか分からない恐怖を無くすため、事前にお手本を見せます。
（カメラの画面を見せる、着物を羽織って見せる、ご家族の方にもやってもらい安心感を抱か
せる等）

2. 「感覚の分散」と環境への配慮

感触を楽しむものを手に持たせたり、音楽を流したり、少し飲み物を飲んだりして負担がある
感覚とは別の感覚を優位にさせます。（感覚の分散）
皮膚の感覚過敏のお子様は、できれば簡単に着れる着物や綿素材の服装にしたり、事前に当日
着るものを家で何度も着て慣れてもらうとスムーズです。



第3章：パニック時の対応・斜視の場合

1. パニック時の対応

落ち着くまでそっと距離を取り、ご家族の方に関わってもらい優しく見守ります。

2. 斜視の場合

斜視や光の反射で目を瞑ってしまう子などは、構図の工夫（順光を避ける等）を行う。その際
にご家族の方に確認を取りながら撮影します。（神社さんは本殿が南向きのことが多くメイン
の場所では特に構図の確認をしておくとベターです。）

※この項目については、より専門的な理解を深めるために別の専門家からの講習受講をおすすめします。


